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画と同様に 2018 年度までとし、第 1 期を復旧・
































































る支援金 300 万円に県の支援事業 100 万円、さら
に、市町村独自に 100 万円から 200 万円を上乗せ
しているのが実態である。また、利子補給、宅地
復旧・造成に要する経費（30 ～ 100 万円）、移転
費用（5 ～ 25 万円）のほか農山漁村ゆえの浄化
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2013 年 9 月末現在、県整備予定戸数が 49 団地、
2,914 戸、市町村整備予定戸数が 92 団地、3,165
戸、計 141 団地、6,079 戸であるが、完成は県整
備分 2 団地、42 戸、市町村整備分 7 団地、209
戸、計 9 団地、251 戸であり、戸数による整備率
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　第二に、入居開始となった住宅に空き住戸が




















































た。2011 年度第 3 次補正予算に予算が計上され、
三陸鉄道分として 21.6 億円が措置されている。






リアス線の「陸中野田～田野畑」間が 2012 年 4
月に運転再開し、第 2 次復旧として南リアス線の
「盛（大船渡市）～吉浜（同）」間が 13 年 4 月に、
第 3 次復旧として北リアス線の「小本（岩泉町）
～田野畑」間、南リアス線の「吉浜～釜石」間が
























　この間、JR 東日本から 2012 年 6 月に、宮古市
を事務局として設置された山田線公共交通確保会








　大船渡線については 2012 年 7 月に、大船渡市
を事務局とする大船渡線公共交通確保会議が設置
され、JR 東日本から BRT 仮復旧の提案を受け、
同 10 月、復旧までの間の沿線住民の足を確保す
るため、沿線 3 市から JR 東日本に対し、BRT 仮
復旧の受け入れを表明、翌年 3 月から BRT 仮復
旧運行（「盛～気仙沼」間 43.7㎞）を開始し、う
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2011 年度 2012 年度 2013 年度 計
事業費 4,500 4,500 1,800 10,800
補助対象外 172 172
補助対象額 4,328 4,500 1,800 10,628
　国（1/2） 2,164 2,250 900 5,314
　岩手県（1/4） 1,082 1,125 450 2,657
　市町村（1/4） 1,082 1,125 450 2,657
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および第 2 章「復興の目指す姿と 3 つの原則」と
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計画を見据え、11 年度から 18 年度までの 8 年間
を全体計画期間とする。そして、第 1 期の「基盤
復興期間」は 2011 ～ 13 年度、第 2 期の「本格復
興期間」は 14 ～ 16 年度、第 3 期の「更なる展開































導入などを経て、2003 年 10 月に「政策等の評価

































した予算編成は 2012 年度 9 月補正予算にみるこ
とができる。9月補正予算額は314億円であるが、
通常分 92 億円に加え、震災対応分として 222 億
円が計上された。震災対応予算は、「『安全』の確
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が生じているものは 151 指標中 74 指標（49.0％、
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７）岩手日報 2013 年 9 月 16 日付。
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12 年度を中心に―」（日本地方財政学会第 22 回大会・
報告論文）。
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